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平
成
十
六
年
度
は
、
将
来
の
課

題
解
決
の
た
め
に
東
由
利
町
が
単

独
で
予
算
執
行
で
き
る
最
後
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。
三
位
一
体
改
革

に
伴
う
地
方
交
付
税
削
減
の
初
年

度
に
あ
た
り
、
厳
し
い
財
政
状
況

下
で
の
予
算
編
成
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
新
市
に
持
ち
込
む
基
金
に

つ
い
て
は
、
一
定
額
を
確
保
し
た

う
え
で
条
例
廃
止
を
含
む
取
り
崩

し
に
よ
り
財
源
を
確
保
し
、
優
良

な
社
会
資
本
化
を
図
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

こ
の
地
方
財
政
削
減
が
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
与
え
る
影
響
を
少
し
で

も
無
く
す
た
め
、
一
市
七
町
が
合

併
に
向
け
対
等
な
立
場
で
協
議
を

進
め
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
重
大

な
責
務
で
あ
り
ま
す
。
合
併
に
対

す
る
町
民
の
不
安
を
解
消
す
る
た

め
、
合
併
後
の
求
心
力
に
な
っ
て

い
く
と
思
わ
れ
る
地
域
協
議
会
や

地
域
自
治
組
織
な
ど
に
つ
い
て
の

議
論
も
含
め
、
町
議
会
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
細
心
の
心
配
り
を
し
て

い
く
考
え
で
す
。

◇
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
増
床
、
東
光

苑
の
増
改
築

高
齢
化
の
進
行
と
家
族
介
護
力

の
低
下
に
対
処
す
る
た
め
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
を
八
床
増
床
し
ま

す
。
ま
た
、
東
光
苑
の
調
理
室
拡

張
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
改
修
、
駐
車
場
整
備
な
ど
も

行
い
ま
す
。

◇
保
育
園
の
定
員
増
、学
童
保
育

み
ど
り
保
育
園
の
定
員
が
四
十

五
人
か
ら
六
十
人
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、

永
慶
、
み
ど
り
両
保
育
園
に
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。

◇
大
琴
診
療
所

ト
イ
レ
、
ボ
イ
ラ
ー
室
、
入
口

の
段
差
を
重
点
的
に
改
修
し
ま

す
。

◇
野
鳥
の
家
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

ト
イ
レ
の
改
修
と
一
階
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
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議会3月定例会
町議会3月定例会が10日から23日までの会期で開かれ、初日

に阿部幸悦町長が施政方針の発表と行政報告を行いました。

可決された議案は、平成16年度一般会計予算のほか、いこい

の森設置条例の一部改正を含む35議案。交付金や補助金の大

幅な減額がありながらも、住民生活に配慮した積極的な予算

編成となりました。

施
政
方
針

▲東光苑クリスマス会のひとこま

（
一
部
抜
粋
）

▲施政方針の発表を行う阿部幸悦町長

「
単
独
予
算
執
行
で
き
る
最
後
の
年
。

住
民
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

全
力
を
尽
く
し
ま
す
」

「
単
独
予
算
執
行
で
き
る
最
後
の
年
。

住
民
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

全
力
を
尽
く
し
ま
す
」



◇
大
台
簡
易
給
水
事
業

山
振
事
業
で
は
、
大
台
の
給
水

施
設
整
備
事
業
に
と
り
か
か
り
ま

す
。
大
台
自
治
会
全
戸
を
対
象
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
給
水
能
力
で

は
可
能
と
の
こ
と
。
将
来
に
可
能

性
を
残
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇
八
塩
い
こ
い
の
森
の
水
路
、
遊

歩
道
、
八
塩
山
登
山
道

八
塩
い
こ
い
の
森
一
帯
に
つ
い

て
で
す
が
、
ダ
ム
堤
体
の
下
を
簡

易
駐
車
場
と
し
て
整
備
、
ま
た
、

ボ
ツ
メ
キ
遊
歩
道
、
八
塩
山
登
山

道
を
整
備
し
ま
す
。

◇
植
樹
祭

平
成
十
二
年
か
ら
継
続
し
て
き

た
町
の
植
樹
祭
で
す
が
、
今
年
は

閉
町
記
念
と
し
て
規
模
を
広
げ
て

実
施
し
ま
す
。

◇
農
業
集
落
排
水
整
備

今
年
度
で
蔵
・
法
内
地
区
の
工

事
が
完
了
し
ま
す
。
岩
舘
地
内
の

工
事
は
バ
イ
パ
ス
の
開
通
と
も
大

き
く
関
連
し
て
お
り
、
一
日
も
早

く
バ
イ
パ
ス
の
開
通
を
願
う
も
の

で
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
大
琴
地

区
の
調
査
計
画
・
設
計
に
入
り

ま
す
。

◇
町
道
の
整
備

新
田
線
（
舘
西
〜
舘
合
新
田
）

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
の
完

成
を
予
定
し
、
四
カ
年
事
業
で
実

施
し
ま
す
。
今
年
は
道
路
と
橋
の

調
査
設
計
、
用
地
買
収
を
進
め
る

見
込
み
で
す
。

西
ノ
浜
線
（
旧
役
場
庁
舎
〜
老

方
館
）
は
、
旧
役
場
庁
舎
の
解
体

と
併
せ
て
、
新
町
か
ら
の
見
通
し

も
良
く
な
る
よ
う
に
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

◇
米
の
政
策
改
革
大
綱

減
反
政
策
か
ら
生
産
量
政
策
に

移
行
し
ま
す
。
農
家
に
大
き
な
混

乱
が
な
い
よ
う
に
、
将
来
に
つ
な

が
る
政
策
に
出
来
る
限
り
の
努
力

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

◇
堆
肥
舎
整
備
支
援
策

家
畜
排
せ
つ
物
法
が
十
六
年
十

一
月
か
ら
施
行
実
施
さ
れ
ま
す

が
、
農
家
個
々
の
対
応
は
ま
だ
不

十
分
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
支
援
策

に
は
県
の
補
助
事
業
も
あ
り
ま
す

が
、
十
六
年
度
限
り
と
の
こ
と
。

町
で
も
支
援
し
、
課
題
と
な
っ
て

い
る
畜
産
環
境
を
整
え
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

◇
第
三
セ
ク
タ
ー
の
整
備

「
湯
楽
里
」
浴
室
の
木
質
天
井

の
張
り
替
え
、
サ
ウ
ナ
と
蛇
口
の

改
修
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
好
評

で
あ
り
ま
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
も

県
の
指
導
で
運
転
を
停
止
し
て
い

ま
す
が
、
改
修
を
期
に
泡
風
呂
に

付
け
替
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
浴
槽
整
備
に
は
二
カ
月
ほ
ど

必
要
な
た
め
、
温
泉
部
分
の
営
業

は
停
止
し
て
作
業
に
入
る
見
込
み

で
す
。

「
ぷ
れ
っ
そ
」
の
改
修
整
備
を

行
い
ま
す
。
ア
ー
ケ
ー
ド
の
防
雪

対
策
、
駐
車
場
か
ら
建
物
入
り
口

ま
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
り

ま
す
。

◇
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
三
十
六
ホ
ー

ル
の
竣
工
を
記
念
し
て
、
第
一
回

黄
桜
カ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
通
年
券
の
販
売
を
開
始
し
ま

す
。

◇
林
業
振
興

県
営
作
業
道
整
備
で
は
、
中
大

平
線
の
調
査
を
計
画
し
ま
し
た
。

林
道
の
県
代
行
の
蒲
台
線
や
石
塚

線
、
土
場
沢
線
も
順
調
に
工
事
が

進
ん
で
い
ま
す
。

◇
校
舎
の
改
修

高
瀬
小
学
校
の
大
規
模
改
修
を

行
い
ま
す
。屋
根
の
雨
漏
り
解
消
、

暖
房
ボ
イ
ラ
ー
の
取
り
替
え
、
保

健
室
と
パ
ソ
コ
ン
室
の
冷
房
設

備
、
ト
イ
レ
改
修
の
ほ
か
、
教
室

の
窓
を
二
重
に
し
暖
房
効
率
を
上

げ
ま
す
。

東
由
利
中
学
校
は
、
暖
房
設
備

が
老
朽
化
し
て
き
た
た
め
、
改
修

を
行
い
ま
す
。

◇
野
球
場
の
改
修

工
事
が
遅
れ
、
ご
心
配
を
か
け

て
お
り
ま
す
が
、
内
野
の
土
の
入

れ
替
え
に
つ
い
て
は
消
雪
を
は
か

り
早
期
に
完
成
さ
せ
た
い
考
え
で

す
。
今
年
度
は
ス
タ
ン
ド
の
防
水

工
事
と
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
改
修
を

行
い
ま
す
。

◇
記
念
誌

東
由
利
町
と
し
て
最
後
の
記
念

誌
を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
町
民
写

真
集
を
製
作
し
ま
す
。
合
併
時
の

全
町
民
が
ア
ル
バ
ム
に
載
る
こ
と

が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

◇
閉
町
記
念
式
典

功
労
者
表
彰
式
や
い
ろ
い
ろ
な

事
業
の
竣
工
式
と
い
っ
し
ょ
に
挙

行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
自
治
会
館
改
修

町
が
持
つ
自
治
会
の
集
会
施
設

と
他
の
自
治
会
館
と
の
関
連
や
権

利
調
整
な
ど
も
図
り
な
が
ら
、
必

要
な
改
修
を
し
て
い
き
ま
す
。
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◇
収
入
役
の
選
任

任
期
満
了
に
伴
う
収
入
役
の
選

任
で
、
佐
藤
知
泰
氏
（
五
十
五

歳
・
宇
戸
坂
）
の
再
任
に
同
意
。

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
八
嶋
保
氏

（
六
十
九
歳
・
上
通
）
の
再
任
に

同
意
。

◇
平
成
十
五
年
度
各
会
計
補
正

予
算

・
一
般
会
計
補
正
予
算

一
億
千
六
十
三
万
五
千
円
を
減

額
し
、
予
算
総
額
を
三
十
九
億
四

千
七
百
八
十
六
満
恵
四
千
円
と
し

た
も
の
。
歳
出
予
算
の
主
な
内
容

は
、
移
動
通
信
鉄
塔
整
備
事
業
一

千
二
百
五
十
九
万
円
の
減
額
。

・
国
保
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正

予
算

二
百
万
七
千
円
を
減
額
し
、
予

算
総
額
を
四
億
八
千
九
百
九
十
二

万
六
千
円
と
し
た
も
の
。
歳
出
予

算
の
主
な
内
容
は
、
老
人
保
健
医

療
費
拠
出
金
三
十
八
万
七
千
円
の

減
額
。

・
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

四
千
三
百
九
十
万
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
七
億
百
三
十
八

万
三
千
円
と
し
た
も
の
。

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

百
四
十
三
万
円
を
減
額
し
、
予

算
総
額
を
四
億
八
百
六
十
万
二
千

円
と
し
た
も
の
。

・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

三
百
九
十
三
万
九
千
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
九
億
四
千
六
百

四
万
四
千
円
と
し
た
も
の
。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
光
苑

特
別
会
計
補
正
予
算

二
千
二
百
三
万
四
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
三
億
三
千
九
百

九
十
六
万
二
千
円
と
し
た
も
の
。

◇
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
設
置
条

例
の
制
定

宿
地
区
の
移
動
通
信
用
鉄
塔
施

設
の
設
置
に
関
わ
る
規
定
を
定
め

た
も
の
。

◇
選
挙
長
等
に
関
す
る
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
、

期
日
前
投
票
に
係
る
投
票
管
理
者

お
よ
び
投
票
立
会
人
の
報
酬
を
追

加
し
た
も
の
。

◇
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及

び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

教
育
公
務
員
特
例
法
の
改
正
に

伴
い
、
関
係
す
る
条
文
を
改
正
し

た
も
の
。

◇
奨
学
資
金
貸
付
基
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

本
基
金
の
利
用
者
数
が
増
加

し
、
基
金
額
が
不
足
す
る
こ
と
か

ら
増
額
改
正
し
た
も
の
。

◇
八
塩
い
こ
い
の
森
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
三
十
六
ホ

ー
ル
完
成
に
合
わ
せ
、
一
万
円
の

シ
ー
ズ
ン
利
用
券
を
発
行
す
る
こ

と
に
し
た
も
の
。

◇
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
場
産
品
の
流
通
と
域
内
消
費

の
拡
大
を
進
め
る
た
め
、
使
用
の

許
可
範
囲
を
一
市
七
町
に
拡
大
改

正
し
た
も
の
。

◇
町
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

十
五
年
度
に
完
成
し
た
町
営
住

宅
四
戸
を
公
の
施
設
と
し
て
管
理

し
て
い
く
必
要
か
ら
、
本
条
例
に

追
加
し
た
も
の
。

◇
若
者
定
住
促
進
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

設
立
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ

た
と
の
判
断
か
ら
、
条
例
の
廃
止

を
行
う
も
の
。

◇
基
金
条
例
の
廃
止

地
域
振
興
基
金
条
例
、
若
者
定

住
促
進
基
金
条
例
、
地
域
福
祉
基

金
条
例
、
土
地
開
発
基
金
条
例
、

中
山
間
ふ
る
さ
と
水
と
土
保
全
基

金
条
例
を
廃
止
。
新
市
に
持
ち
込

む
べ
き
基
金
を
特
定
し
、
そ
れ
意

外
の
基
金
は
解
体
し
一
般
財
源
化

を
進
め
る
と
い
う
合
併
協
議
の
申

し
合
わ
せ
に
よ
る
も
の
。
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五
基
金
を
廃
止
し
一
般
財
源
化

佐藤知泰氏シ
ー
ズ
ン
券
を
発
行

パ
ー
ク

ゴ
ル
フ



（
一
部
抜
粋
）

◇
合
併
に
向
け
て

一
市
七
町
の
合
併
ま
で
一
年
余

り
。
町
と
し
て
学
校
教
育
活
動
の

締
め
く
く
り
と
な
る
こ
の
一
年
を

意
識
す
る
と
き
、
改
め
て
感
慨
と

責
任
の
重
さ
を
感
じ
る
。
本
町
の

児
童
生
徒
が
抵
抗
な
く
合
併
の
波

に
乗
り
、
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
し

て
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

け
る
よ
う
に
効
果
的
な
教
育
行
政

を
推
進
し
た
い
。

◇
指
導
要
領
の
一
部
改
訂
に
伴
う

学
校
経
営
と
学
習
指
導

改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
で

は
、
学
校
教
育
の
さ
ら
な
る
充

実
を
目
指
し
、
自
校
の
教
育
活

動
の
点
検
す
べ
き
こ
と
、
教
育

課
程
編
成
に
向
け
て
な
す
べ
き

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
重

要
事
項
は
、「
す
べ
て
の
教
科
に

お
け
る
個
に
応
じ
た
指
導
体
制

の
充
実
」「
各
校
で
必
要
と
す
る

指
導
時
間
の
確
保
」「
特
色
あ
る

『
総
合
的
な
学
習
』
の
計
画
作
成
」

の
三
つ
。
こ
れ
を
受
け
、
本
町

の
学
校
教
育
で
は
「
多
様
な
個

性
に
ど
う
対
応
す
る
か
」
を
最

大
の
教
育
課
題
と
し
、
一
人
一

人
に
力
を
つ
け
る
教
育
を
目
指

し
た
い
。
ま
た
、
学
習
指
導
要

領
の
基
盤
に
立
っ
た
具
体
的
で

確
か
な
学
校
経
営
計
画
の
も
と

で
学
習
活
動
を
展
開
し
、「
知
」

「
徳
」「
体
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
将
来
に
つ
な
が
る
力
、「
生

き
る
力
」
を
確
実
に
育
ん
で
い

け
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
考
え
。

◇
社
会
の
現
状
と
生
徒
指
導

十
五
年
度
も
青
少
年
の
事
件
や

問
題
行
動
が
大
き
な
社
会
問
題

と
な
り
、
県
内
、
郡
内
に
お
い

て
も
金
銭
や
性
、
刃
物
、
不
審

者
に
関
す
る
事
件
が
何
件
か
発

生
。
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
報

告
や
指
示
を
受
け
、
各
校
に
未

然
防
止
と
安
全
確
保
を
呼
び
か

け
て
き
た
が
、
幸
い
本
町
に
お

い
て
触
法
事
案
が
発
生
し
な
か

っ
た
こ
と
は
、
学
校
現
場
と
保

護
者
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

未
然
防
止
に
取
り
組
ん
で
き
た

結
果
で
あ
る
。
今
年
度
も
児
童

生
徒
、
教
師
、
保
護
者
等
の
よ

り
良
い
人
間
関
係
の
醸
成
を
基

本
に
捉
え
、
危
機
管
理
体
制
を

整
え
「
心
に
訴
え
る
」
指
導
を

徹
底
し
、
か
か
る
事
案
の
絶
無

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

◇
社
会
教
育
の
充
実

週
五
日
制
に
伴
い
、
児
童
生
徒

も
含
め
た
社
会
教
育
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
や
生

涯
学
習
の
分
野
、
文
化
活
動
の
分

野
な
ど
、
幅
広
く
町
民
を
巻
き
込

ん
だ
事
業
を
企
画
し
て
い
る
と
こ

ろ
だ
が
、
合
併
後
の
社
会
教
育
の

在
り
方
も
見
据
え
、
さ
ら
に
具
体

的
な
活
動
計
画
を
練
り
上
げ
た

い
。

◇
総
合
的
な
所
見

総
合
的
な
教
育
活
動
の
中
で
中

心
と
な
る
課
題
は
、
児
童
生
徒
の

充
実
し
た
学
習
活
動
。
指
導
要
領

が
求
め
て
い
る
価
値
観
に
迫
る

「
知
識
や
学
力
」
を
十
分
に
習
得

で
き
る
よ
う
、
授
業
改
善
や
指
導

技
術
の
見
直
し
、
新
し
い
発
想
や

創
造
、
児
童
生
徒
へ
の
多
様
な
心

く
ば
り
、
研
究
体
制
の
整
備
等
に

よ
り
具
体
的
な
施
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
。
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（
一
部
抜
粋
）

◇
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン

国
が
発
表
し
た
新
た
な
農
業

改
革
の
柱
、「
米
政
策
改
革
大
綱
」

に
基
づ
き
、
本
町
で
も
地
域
水

田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

現
状
を
踏
ま
え
、
本
町
に
お

け
る
農
業
の
将
来
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
と
、
耕
作
放
棄
の
防
止
や

農
業
用
施
設
の
維
持
・
管
理
に

努
め
る
多
く
の
小
規
模
農
家
と
、

地
域
農
業
を
牽
引
す
る
大
規
模

経
営
農
家
や
組
織
運
営
体
が
有

機
的
に
結
び
付
き
、
発
展
し
て

い
く
姿
が
望
ま
し
い
。
大
規
模

経
営
が
小
規
模
経
営
に
機
械
力

や
労
働
の
場
を
提
供
し
、
ま
た
、

小
規
模
経
営
が
大
規
模
経
営
に

労
働
力
を
提
供
す
る
よ
う
な
仕

組
み
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

◇
新
市
に
お
け
る
農
業

合
併
に
よ
っ
て
一
市
七
町
全

地
域
の
農
業
が
同
じ
価
値
観
、

施
策
で
進
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、

農
業
を
中
心
と
す
る
地
域
維
持

シ
ス
テ
ム
は
崩
壊
し
、
土
地
利

用
型
農
業
は
成
立
し
な
く
な
る

と
思
わ
れ
る
。
合
併
後
の
農
業

施
策
は
、「
川
上
」
と
「
川
下
」

の
役
割
を
し
っ
か
り
評
価
し
、

均
衡
の
と
れ
た
新
市
の
農
業
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

◇
新
し
い
農
業
者
年
金

本
町
で
の
加
入
者
は
三
十
二

人
で
、
旧
制
度
の
五
分
の
一
に

減
少
。
四
十
歳
未
満
で
政
策
支

援
の
該
当
に
な
る
方
も
い
る
た

め
、
さ
ら
に
加
入
を
推
進
し
、

国
の
助
成
が
あ
る
と
い
う
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
な
が
ら

老
後
の
不
安
を
解
消
し
て
い
き

た
い
。

◇
農
家
の
応
援
団
と
し
て

十
六
年
度
の
農
業
委
員
会
の

活
動
は
、
行
政
委
員
会
と
し
て

の
法
令
業
務
の
処
理
は
も
ち
ろ

ん
、
新
た
な
米
政
策
の
中
で
定

め
ら
れ
た
役
割
分
担
を
担
う
と

と
も
に
、
青
色
申
告
や
消
費
税

法
の
改
正
に
か
か
る
講
習
会
の

開
催
な
ど
、
独
自
の
活
動
も
進

め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、「
家
族

経
営
協
定
」
の
推
進
や
、
青
年

農
業
士
や
女
性
農
業
士
の
推
薦

な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

「
農
家
の
応
援
団
」
と
し
て
役
割

を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

長谷山博昭
教育委員長

高橋　慶助
農業委員会長

教
育
方
針

農
業
方
針



■
総
務
費

・
記
念
誌
・
町
民
写
真
集
の
発
行

７
０
０
万
円

・
旧
庁
舎
と
黒
渕
診
療
所
の
解
体
　

１
０
０
０
万
円

・
地
区
集
会
施
設
（
松
柴
・
黒
沢

・
沼
・
大
台
ほ
か
）
の
改
修

９
０
０
万
円

・
合
併
に
関
す
る
こ
と
（
明
日
の

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催
や

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
統
合
な

ど
）

３
１
２
０
万
円

・「
湯
楽
里
」
の
改
修３５

０
０
万
円

・
自
治
会
館
改
修
の
助
成

５
３
０
万
円

・
閉
町
記
念
式
典
の
開
催

６
４
０
万
円

■
民
生
費

・
知
的
障
害
者
へ
の
支
援

４
０
０
０
万
円

・
タ
ク
シ
ー
券
と
入
浴
券
の
交
付

３
９
０
万
円

・
在
宅
・
通
所
介
護
へ
の
支
援

２
８
０
０
万
円

・
児
童
手
当
（
小
学
校
３
年
生
修

了
前
）

１
９
０
０
万
円

・
保
育
所
へ
の
助
成

１
億
５
３
０
０
万
円

■
衛
生
費

・
妊
婦
、
乳
幼
児
の
保
険
相
談
や

健
診

２
５
０
万
円

・
浄
化
槽
の
整
備

５
６
０
万
円

・
大
琴
診
療
所
の
修
繕
・
清
掃

１
０
０
万
円

■
労
働
費

・
緊
急
雇
用
の
創
出

５
７
０
万
円

■
農
林
水
産
業
費

・
良
質
米
生
産
、
航
空
防
除
等
へ

の
助
成

２
３
０
万
円

・
産
業
道
路
の
整
備

８
０
０
万
円

・
農
産
加
工
所
の
増
設
な
ど

３
０
０
万
円

・
中
山
間
直
接
支
払
交
付
金
（
緩

急
傾
斜
地
の
多
面
的
機
能
増
進

等
へ
の
支
援
）１

億
８
２
０
万
円

・
水
田
農
業
支
援

１
０
２
０
万
円

・
大
台
地
区
給
水
施
設
の
設
置

５
１
０
０
万
円

・
八
塩
ダ
ム
堰
提
下
の
整
備

８
０
０
万
円

・
水
利
施
設
総
合
整
備５

０
０
万
円

・
八
塩
・
ボ
ツ
メ
キ
遊
歩
道
整
備

の
測
量
設
計
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町　税�
267,979
6.9％�

負担金・手数料�
67,223  1.7％�

繰入金�

508,667

13.1％�

その他収入�
132,217  3.4％�
地方譲与税�
77,000  2.0％�
交付金�
71,200  1.8％�

地方交付税�

1,732,519

44.5％�

国・県支出金�

537,495

13.8％�

町　債�

12.8％�

498,700

源�

自�主�財�

25.1�
％�

源�

依�

存�

財�

74.9％�

歳  入�
3,893,000

一般会計一般会計

歳  出�
3,893,000

議会費�
75,209  1.9％�

総務費�

615,699

15.8％�

民生費�

465,796
12.0％�

衛生費�

273,124
7.0％�農林水産業費�

859,352

22.1％�

労働・商工費�
24,978  0.6％�

土木費�
199,084  5.1％�

消防費�
145,206  3.7％�

教育費�
433,878

11.2％�

災害復旧費�
3,100  0.1％�

公債費�

793,353

20.4％�

予備費�
4,000  0.1％�

諸支出金�
221  0.0％�

※歳入歳出とも内訳の
単位は千円

予
算
の

主
な
使
い
途



１
０
０
０
万
円

・
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付

金
（
現
況
調
査
や
歩
道
整
備
等

へ
の
支
援
）

１
６
４
０
万
円

・
野
鳥
の
家
の
改
修
な
ど

２
５
０
０
万
円

・
石
塚
線
、
土
場
沢
線
の
整
備

１
億
４
０
０
０
万
円

■
商
工
費

・
共
通
商
品
券
発
行
の
補
助
な
ど

４
４
０
万
円

■
土
木
費

・
町
道
新
田
線
・
西
ノ
浜
線
の
改
良

６
５
０
０
万
円

■
消
防
費

・
広
域
消
防
組
合
負
担
金

１
億
５
０
０
万
円

・
防
火
水
槽
の
整
備
な
ど

１
７
２
０
万
円

■
教
育
費

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
購
入

４
３
０
万
円

・
高
瀬
小
学
校
の
改
修

８
７
０
０
万
円

・
中
学
校
暖
房
の
改
修

２
６
０
０
万
円

・
野
球
場
の
改
修

１
４
０
０
万
円

■
災
害
復
旧
費

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

３
０
０
万
円

■
国
保
特
別
会
計

・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
購
入

９
９
０
万
円

■
簡
水
特
別
会
計

・
松
沢
浄
水
場
の
修
繕

３
６
７
０
万
円

・
蔵
法
内
地
区
の
簡
易
水
道
整
備

７
１
８
０
万
円

■
農
集
排
水
特
別
会
計

・
蔵
法
内
地
区
の
下
水
道
整
備

２
億
８
４
０
０
万
円

■
特
養
特
別
会
計

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
増
床

１
億
１
２
０
０
万
円

・
東
光
苑
の
増
改
築７

２
０
０
万
円
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町民一人あたりの負担�

53,584円�

個人町民税………�

固定資産税………�

町たばこ税………�

入　湯　税………�

軽自動車税………�

11,844円�

32,231円�

4,666円�

2,664円�

2,182円�

内　　　　訳�

※2月末現在の人口4,815人で計算�

（当初予算額ベース）�

国民健康保険
5億1,358万円
前年度比約3,448万円の増。国保税約１億4,214万円

（前年度比約557万円の減）、国庫支出金約２億1,048万円
（同比1,207万円の増）。国保財政調整基金繰入金950万円。
歳出では保険給付費約３億3,453万円（同比3,165万円

の増）、老人保健拠出金約9,436万円（同比1,891万円の
減）。

老人保険医療
7億6,472万円
前年度比約1,020万円の増。支払基金交付金４億5,930

万円（前年度比2,074万円の減）。
歳出では医療諸費７億6,371万円（同比1,519万円の

増）。

簡易水道
2億3,186万円
前年度比１億3,188万円の減。（財政調整基金繰入金

2,304万円の皆増）。
歳出では一般管理費約1,640万円（同比64万円の増）、

東由利・大琴水道約5,488万円（同比945万円の増）、施設
改良事業費8,126万円（同比１億5,238万円の減）。

農業集落排水
4億8,048万円
前年度比４億188万円の減。町債２億3,210万円（前年

度比１億9,380万円の減）、一般会計繰入金１億1,946万円
（同比2,978万円の増）。

東光苑
5億1,296万円
前年度比約１億9,510万円の増。介護保険給付収入２億

6,094万円（同比934万円の増）、自己負担金収入3,200万
円（同比283万円の増）、町債１億8,440万円の増。
歳出ではサービス事業費約５億1,236万円（同比１億

9,511万円の増）。

合計
25億360万円
前年度比２億9,397万円の減。

特別会計特別会計
（主な増減）



（
要
旨
）

﹇
産
業
課
﹈

●
米
の
集
荷
状
況

一
月
末
の
集
荷
数
量
は
、
九
万
八
千

七
百
九
十
六
袋
（
前
年
比
一
三
・
五
�

の
減
）、
販
売
金
額
は
九
億
九
千
四
百

七
万
円
（
同
比
一
六
・
五
�
の
増
）。

●
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策

昨
年
十
二
月
に
受
け
た
配
分
の
内
容

は
、
生
産
目
標
数
量
が
四
千
四
百
三
十

�
、
産
地
づ
く
り
交
付
金
が
五
千
六
百

七
十
九
万
一
千
円
。
農
家
別
配
分
の
基

礎
と
な
る
反
収
は
、
本
町
の
平
均
反
収

（
五
六
一
�
�
）
に
統
一
。
二
月
二
十

日
、
農
協
の
集
落
支
部
長
会
議
を
開
催

し
、
農
家
別
生
産
目
標
数
量
の
仮
配
分

を
実
施
。

産
地
づ
く
り
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

幹
事
会
で
検
討
中
。
そ
の
内
容
を
原
案

と
し
て
、
集
落
座
談
会
に
臨
ん
で
い
る

ほ
か
、
二
月
下
旬
の
農
協
座
談
会
で
も

説
明
と
意
見
集
約
を
行
っ
た
。
交
付
金

の
使
途
を
含
め
た
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ

ョ
ン
を
三
月
末
ま
で
に
決
定
し
県
知
事

に
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

●
畑
作

一
月
末
現
在
の
野
菜
全
体
の
販
売
額

は
五
千
七
百
三
十
二
万
円
（
前
年
比
八

�
の
増
）。
そ
の
う
ち
ミ
ニ
ト
マ
ト
は

二
千
六
百
万
円
、
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
は
千

四
百
万
円
。

●
花
卉

十
五
年
度
の
販
売
実
績
は
、
三
千
二

百
万
円
で
、
昨
年
を
一
〇
・
七
�
上
回

る
結
果
。

●
葉
た
ば
こ

十
五
年
度
の
生
産
農
家
は
四
十
五

戸
、
作
付
面
積
は
二
十
六
・
二
七
�
。

一
月
十
五
日
、
十
六
日
に
収
納
が
行
わ

れ
た
。
販
売
代
金
は
一
億
二
千
百
四
十

三
万
円
で
、
前
年
比
一
六
�
の
増
。

●
畜
産

初
セ
リ
に
は
町
内
か
ら
七
十
八
頭
が

上
場
さ
れ
、
全
頭
が
取
引
成
立
。
平
均

価
格
は
、
去
勢
が
四
十
八
万
円
、
雌
が

四
十
万
円
、
全
体
が
四
十
五
万
円
。
十

五
年
度
の
二
月
ま
で
の
販
売
累
積
は
、

頭
数
が
五
百
十
七
頭
、
金
額
が
二
億
二

千
三
百
七
十
八
万
三
千
円
。
ま
た
、
二

月
一
日
現
在
の
肉
用
牛
の
飼
養
農
家
数

は
百
五
十
四
戸
、
繁
殖
雌
牛
と
育
成
雌

牛
の
合
計
頭
数
は
六
百
七
十
頭
で
、
昨

年
に
比
べ
て
八
戸
、
十
九
頭
の
減
少
。

乳
用
牛
に
つ
い
て
は
、
一
月
末
ま
で

の
牛
乳
販
売
実
績
は
、
数
量
が
五
百
四

十
�
、
販
売
金
額
が
五
千
二
百
四
十
四

万
二
千
円
。

●
堆
肥
セ
ン
タ
ー

十
五
年
度
の
二
月
ま
で
の
製
品
販
売

量
は
約
四
百
三
十
立
方
�
。
今
春
に
販

売
で
き
る
製
品
の
在
庫
は
約
七
百
立
方

�
。
収
支
見
込
は
、
収
入
が
百
五
十
八

万
一
千
円
、支
出
が
二
百
八
十
九
万
円
。

●
家
畜
人
工
授
精
運
営
委
員
会
等
の
組

織
検
討
に
つ
い
て

家
畜
人
工
授
精
運
営
委
員
会
、
肉
用

牛
産
肉
能
力
平
準
化
事
業
幹
事
会
、
受

精
卵
移
植
技
術
活
用
推
進
協
議
会
、
和

牛
ヘ
ル
パ
ー
事
業
協
議
会
の
四
組
織
を

統
合
。
和
牛
組
合
が
中
心
と
な
り
「
精

液
の
選
定
と
管
理
」
を
主
な
事
業
と
す

る
考
え
。

●
中
山
間
直
接
支
払
制
度

十
五
年
度
の
対
象
面
積
は
、
九
百
八
十

二
・
八
�
余
り
で
前
年
度
比
一
・
二
五

�
の
減
少
。

●
土
地
改
良
事
業

揚
水
ポ
ン
プ
の
整
備
一
箇
所
を
十
一

月
に
発
注
、
三
月
十
五
日
工
期
で
順
調

に
進
ん
で
い
る
。

●
林
業

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

は
、
対
象
面
積
千
六
百
四
十
・
一
�
に

つ
い
て
十
一
月
に
現
地
確
認
を
実
施
。

昨
年
度
と
比
較
す
る
と
、
一
協
定
、
対

象
面
積
六
十
六
�
の
増
。

民
有
林
造
林
促
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
本
町
で
も
例
年
ど
お
り
の
事
業
計

画
を
組
ん
だ
が
、
枝
打
ち
の
対
象
面
積

が
ゼ
ロ
、
間
伐
と
雪
起
こ
し
も
大
幅
に

事
業
カ
ッ
ト
さ
れ
、
最
終
的
に
は
計
画

対
比
三
九
�
の
採
択
に
。

﹇
建
設
課
﹈

●
国
道
一
〇
七
号

板
戸
第
二
工
区
は
十
六
年
度
か
ら
ト

ン
ネ
ル
工
事
に
着
手
す
る
と
聞
い
て
い

る
。
難
航
し
て
い
た
対
岸
の
地
滑
り
対

策
工
法
も
決
定
し
、
本
格
工
事
に
な
る

予
定
。

板
戸
第
三
工
区
は
、
今
冬
よ
り
白
滝

橋
架
け
替
え
の
た
め
の
仮
橋
工
事
や
畦

畔
水
路
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
十

六
年
度
は
本
格
工
事
に
な
る
予
定
。
用

地
補
償
関
係
も
順
調
に
進
め
ら
れ
、
早

期
完
成
を
望
む
。

●
神
岡
南
外
東
由
利
線

岩
舘
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
降
雪

の
た
め
十
六
年
度
工
事
に
繰
り
越
さ
れ

て
い
た
路
盤
工
、
舗
装
工
を
ま
も
な
く

再
開
す
る
予
定
。

●
仁
賀
保
矢
島
舘
合
線

昨
年
秋
に
改
良
舗
装
を
発
注
し
て
お

り
、
雪
消
え
を
待
っ
て
ま
も
な
く
工
事

を
再
開
す
る
予
定
。
本
町
分
の
未
舗
装

箇
所
は
残
り
二
百
六
十
�
と
な
る
。

●
楢
渕
横
渡
黒
沢
ト
ン
ネ
ル

一
昨
年
来
ト
ン
ネ
ル
内
の
老
朽
化
の

調
査
を
し
て
き
た
が
、
大
型
車
が
通
行

可
能
な
大
き
さ
で
改
良
復
旧
を
計
画
。

予
算
が
つ
き
次
第
に
測
量
、用
地
買
収
、

工
事
等
に
着
手
す
る
予
定
。

●
横
手
東
由
利
線

笹
倉
ト
ン
ネ
ル
手
前
の
落
石
防
止
対

策
、
雪
崩
対
策
も
目
途
が
つ
き
、
ま
も

な
く
完
成
予
定
。

●
台
山
線
歩
道
設
置

二
月
末
に
は
工
事
完
了
。
流
雪
溝
分

水
工
事
も
完
了
し
、
試
験
運
用
も
実

施
。

●
県
営
林
道
蒲
台
線

祝
沢
側
か
ら
三
百
七
十
�
が
改
良

さ
れ
一
番
狭
い
箇
所
の
工
事
が
完
了
。

十
六
年
度
工
事
も
早
期
に
発
注
し
、
大

型
機
械
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
期

待
す
る
。

●
土
場
沢
林
道

舗
装
改
築
工
事
が
土
場
沢
集
落
を
過

ぎ
た
と
こ
ろ
ま
で
完
了
。
十
六
年
度
も

引
き
続
き
改
築
を
進
め
る
予
定
。

●
石
塚
縁

上
里
側
の
法
面
の
種
子
吹
き
付
け
を

残
す
の
み
。
現
在
仕
上
げ
作
業
に
入
っ

て
い
る
と
こ
ろ
。
十
六
年
度
も
事
業
費

九
千
五
百
万
円
で
小
倉
と
上
里
の
双
方

向
か
ら
工
事
を
進
め
る
予
定
。

●
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

昨
年
十
二
月
末
に
コ
ー
ス
整
備
が
完

了
。

●
公
営
住
宅
整
備

十
五
年
度
は
四
戸
一
棟
方
式
の
平
屋

の
建
設
を
進
め
、
二
月
末
に
県
の
確
認

検
査
が
終
了
。
三
月
中
に
は
入
居
者
募

集
を
開
始
。

●
災
害

十
五
年
度
発
注
融
雪
災
害
に
つ
い
て

は
、
十
二
月
十
日
に
工
事
を
発
注
。
十

四
箇
所
の
工
事
が
順
調
に
完
了
し
つ
つ

あ
る
。

●
水
道
事
業

昨
年
同
様
に
下
水
道
工
事
に
併
せ
て

法
内
、
横
渡
、
蔵
、
蔵
新
田
、
上
里
地

区
の
工
事
を
施
工
中
。
松
沢
浄
水
場
薬

注
入
自
動
化
工
事
も
機
械
器
具
の
設
置

は
ほ
ぼ
完
了
。
現
在
は
電
気
の
配
線
工

事
中
で
最
終
調
整
を
残
す
の
み
。
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●
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

十
五
年
度
は
事
業
費
を
五
億
円
と
し

て
法
内
、
横
渡
、
蔵
、
蔵
新
田
、
上
里

地
区
の
工
事
を
施
工
。
橋
梁
添
架
三
個

所
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
五
個
所
も
完

了
し
、
蔵
新
田
、
蔵
、
宮
ノ
前
、
島
、

横
渡
が
接
続
可
能
に
。
本
格
加
入
申
込

の
受
付
を
三
月
中
に
開
始
。

﹇
企
画
課
﹈

●
合
併
協
議
会

新
市
の
名
称
は
、
一
月
二
十
二
日
の

協
議
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
「
由
利

本
荘
市
」
と
す
る
こ
と
を
確
認
。

議
員
定
数
と
任
期
に
つ
い
て
は
、
在

任
特
例
適
用
の
原
案
に
対
し
、「
定
数

に
よ
る
設
置
選
挙
」「
定
数
特
例
適
用
」

「
小
選
挙
区
導
入
」
な
ど
多
様
な
意
見

が
出
さ
れ
、
議
会
代
表
委
員
と
住
民
代

表
委
員
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
小
委
員
会

で
協
議
す
る
も
、
意
見
の
一
致
に
は
至

ら
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
も
意
見
の
集

約
を
図
っ
て
い
く
予
定
。

●
宿
地
区
の
携
帯
電
話
ア
ン
テ
ナ
整
備

二
月
末
に
工
事
完
了
。
四
月
一
日
か

ら
供
用
開
始
に
向
け
電
気
通
信
事
業
者

と
の
調
整
を
図
っ
て
い
く
予
定
。

●
東
由
利
共
通
商
品
券

今
年
一
月
末
が
使
用
期
限
の
商
品
券

の
換
金
率
は
九
九
�
。
商
工
会
で
は
十

六
年
度
も
こ
の
商
品
券
の
発
行
事
業
を

実
施
し
た
い
考
え
。

●
ひ
が
し
ゆ
り
雪
ま
つ
り
ツ
ア
ー

二
月
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
「
雪
も
の
が
た
り
２
０
０
４
」
を
は

じ
め
、「
２
０
０
４
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東

由
利
大
会
」「
早
春
や
し
お
元
気
ま
つ

り
」
を
開
催
。
多
く
の
皆
さ
ん
が
雪
を

活
用
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。
町

観
光
協
会
、
東
由
利
を
お
も
し
ろ
く
す

る
会
、
や
し
お
元
気
ク
ラ
ブ
、
協
賛
参

加
さ
れ
た
各
団
体
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労

に
改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
。

﹇
町
民
福
祉
課
﹈

●
消
防
出
初
式

一
月
四
日
、
げ
ん
き
館
を
会
場
に
挙

行
。
関
係
者
が
見
守
る
中
で
無
火
災
を

祈
願
。

●
長
寿
祝
状
・
祝
金

大
場
ハ
ツ
エ
さ
ん
（
久
保
）
が
三
月

一
日
、
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

同
日
、
町
か
ら
祝
状
と
祝
金
を
贈
呈
。

ま
た
県
知
事
か
ら
は
名
入
り
の
置
時
計

を
、
同
じ
く
ご
家
族
に
賞
詞
を
贈
呈
。

﹇
総
務
課
﹈

●
書
の
寄
贈

元
畜
産
振
興
指
導
員
の
鈴
木
龍
太
郎

氏
の
夫
人
、
鈴
木
カ
チ
子
氏
（
秋
田
市
）

よ
り
書
の
寄
贈
を
受
け
、
庁
舎
内
に
設

置
。
ご
厚
意
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

●
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

三
月
二
日
に
開
か
れ
た
選
挙
管
理
委

員
会
で
、
告
示
日
が
四
月
十
九
日
、
選

挙
期
日
が
四
月
二
十
四
日
に
決
定
。
町

内
の
七
投
票
所
で
午
前
七
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
投
票
を
行
う
。

●
平
成
十
五
年
度
自
治
会
館
等
改
修
実

績
見
込
み

十
四
個
所
、
事
業
費
ベ
ー
ス
二
千
四

百
八
十
二
万
八
千
円
、
補
助
金
千
二
百

六
十
三
万
七
千
円
の
見
込
み
。

﹇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
光
苑
﹈

●
施
設
利
用
状
況
（
二
月
末
日
現
在
）

東
光
苑
の
入
退
所
は
そ
れ
ぞ
れ
四

人
。シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
状
況
は
延

べ
三
千
八
百
三
十
五
人
。
前
年
度
比
二

百
七
十
五
人
の
増
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
は
延
べ

四
千
七
百
四
十
七
人
で
、
昨
年
と
ほ
ぼ

同
じ
利
用
者
数
。
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（
一
部
抜
粋
）

小
野
　
　
健

議
員

問

「
三
位
一
体
改
革
」に
よ
り
、過
疎

地
ほ
ど
地
方
交
付
税
や
補
助
金
の
削
減

が
進
め
ら
れ
、
予
算
編
成
が
厳
し
い
。

住
民
の
暮
ら
し
や
福
祉
に
影
響
は
な
い

か
。

答

住
民
の
生
活
と
福
祉
に
は
最
大
限

に
配
慮
し
、
経
費
の
節
減
や
基
金
の
取

り
崩
し
で
賄
っ
た
。
新
市
に
つ
な
ぐ
良

い
予
算
編
成
が
で
き
た
と
思
う
。

問
　
国
保
会
計
の
基
金
は
、
被
保
険
者

の
税
金
か
ら
積
み
立
て
ら
れ
た
も
の
。

被
保
険
者
に
同
等
に
還
元
さ
れ
る
よ
う

な
使
い
方
を
す
る
の
が
良
い
と
思
う
が
。

答

基
金
の
還
元
等
は
、
考
え
て
い
な

い
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。
合
併
協
議

の
中
で
も
、
持
ち
込
む
基
金
の
額
等
が

確
定
し
て
お
ら
ず
、
具
体
的
な
協
議
に

は
入
っ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。

問
　
農
民
の
リ
ス
ト
ラ
と
も
い
え
る

「
米
改
革
」
へ
の
考
え
と
、
町
の
基
幹

産
業
と
し
て
発
展
さ
せ
る
立
場
か
ら
の

見
通
し
は
。

答

新
し
い
米
政
策
は
、
生
産
調
整
だ

け
で
な
く
生
産
構
造
の
改
革
も
進
め
る

も
の
。「
集
落
営
農
」
な
ど
の
組
織
経

営
体
の
モ
デ
ル
を
つ
く
る
こ
と
で
地
域

農
業
の
仕
組
み
を
徐
々
に
変
え
て
い
く

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
　
市
町
村
合
併
論
は
有
無
を
言
わ
せ

ぬ
勢
い
で
進
ん
で
お
り
、
住
民
は
冷
静

に
判
断
で
き
る
環
境
に
な
い
。
財
政
的

に
将
来
の
単
独
立
町
が
無
理
で
あ
れ
ば

仕
方
が
な
い
と
い
う
意
見
も
多
い
が
、

せ
め
て
住
民
に
対
し
て
は
財
政
的
見
通

し
を
示
し
説
明
す
べ
き
で
は
。

答

一
昨
年
、
町
内
七
個
所
で
開
催
し

た
合
併
検
討
地
域
座
談
会
で
資
料
を
提

示
し
、一
応
の
説
明
を
し
た
。ま
た
、財

政
的
見
通
し
は
、
そ
の
時
点
の
推
計
数

値
で
あ
り
推
計
条
件
次
第
で
変
動
す
る

も
の
。
今
、
改
め
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
示
し
合
併
論
議
を
進
め
る
と
い
う

状
況
に
は
な
い
と
考
え
る
も
の
で
あ

り
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

小
松
　
　
賢

議
員

問
　
米
政
策
改
革
の
内
容
に
つ
い
て
、

農
家
に
理
解
さ
れ
い
て
い
る
か
。

答

こ
れ
ま
で
も
集
落
座
談
会
を
開
催

し
て
き
た
ほ
か
、
農
協
の
定
期
座
談
会

に
は
町
の
職
員
も
出
席
さ
せ
て
理
解
の

浸
透
を
図
っ
て
き
た
。
二
十
二
年
度
ま

で
の
期
間
で
新
政
策
が
農
家
に
定
着
し

て
い
く
よ
う
、
ゆ
っ
く
り
確
実
に
進
め

て
い
き
た
い
。

問
　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、

町
独
自
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

感
染
ル
ー
ト
が
ま
だ
特
定
で
き
て

い
な
い
の
が
現
状
。
県
で
行
っ
て
い
る

監
視
体
制
の
強
化
と
情
報
提
供
に
つ
い

て
の
演
習
・
講
習
な
ど
の
対
策
に
対
応

し
な
が
ら
、
町
内
の
情
報
収
集
と
町
民

へ
の
情
報
提
供
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
徒
歩
通
学
児
童
の
連
れ
去
り
事
件

等
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
は
。
防
犯
ブ
ザ

ー
な
ど
を
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

答

防
止
策
と
し
て
は
、
集
団
登
下
校

や
教
師
に
よ
る
巡
回
、「
逃
げ
る
、
大

声
、
駆
け
込
み
」
な
ど
の
指
導
を
行
っ

て
い
る
。
防
犯
ブ
ザ
ー
の
配
布
に
つ
い

て
は
、
自
治
体
か
ら
の
援
助
は
難
し
い

が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。



継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
議
会

の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
前
協
議
会

に
お
い
て
住
民
代
表
委
員
と
議

会
代
表
委
員
の
十
六
人
に
よ
る

委
員
会
で
意
見
の
集
約
を
図
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
今
協
議
会

で
は
そ
の
結
果
を
報
告
。
そ
の

後
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
意
見
の
一
致
に
は
至
ら
な

か
っ
た
た
め
、
再
度
住
民
代
表

十
六
人
と
議
会
代
表
十
六
人
に

よ
る
委
員
会
で
話
し
合
い
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

報
告
の
内
容
は
、
委
員
十
六
人

中
、
在
任
特
例
適
用
の
原
案
を
支

持
し
た
の
が
五
人
、
定
数
で
の
設

置
選
挙
を
支
持
し
た
の
が
十
一

人
。
ま
た
、
十
一
人
の
う
ち
四
人

は
定
数
三
十
人
を
支
持
、
七
人
は

定
数
特
例
（
最
大
六
十
人
）
を
支

持
す
る
と
い
う
も
の
。

こ
れ
を
受
け
て
行
わ
れ
た
意
見

交
換
で
は
、
住
民
代
表
委
員
か
ら

「
定
数
特
例
を
適
用
し
、
四
年
間

じ
っ
く
り
検
討
し
て
ほ
し
い
」

「
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
考
え
た
ら
定
数
特
例
」、

議
会
代
表
委
員
か
ら
は
「
新
市
に

引
き
継
が
れ
る
案
件
が
多
い
。
七

カ
月
の
在
任
特
例
を
適
用
し
責
任

を
果
た
し
た
い
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
福
祉
事
業
の
取
扱

い
に
つ
い
て
は
、
保
育
料
を
子
育

て
支
援
の
一
環
と
し
て
西
目
町
を

例
に
徴
収
基
準
を
設
定
。
こ
れ
に

よ
り
増
額
と
な
る
場
合
は
三
年
間

据
え
置
き
と
な
る
こ
と
も
合
わ
せ

て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
確
認
さ
れ
た
主
な
事

項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
乳
幼
児
の
医
療
に
つ
い
て
は
、

就
学
前
医
療
費
の
無
料
化
を
図

る
▼
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
計
画
的
な
配
置
を
行

う
▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

要
綱
を
統
一
し
て
新
市
で
実
施
。

児
童
館
活
動
で
の
対
応
は
現
行

の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
▼

公
立
保
育
所
は
現
行
の
と
お
り

新
市
に
引
き
継
ぐ
▼
生
活
保
護

事
業
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の

福
祉
制
度
に
基
づ
き
新
市
に
お

い
て
実
施
す
る
▼
社
会
福
祉
協

議
会
に
係
る
事
業
委
託
・
事
業

補
助
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
事
情
を
考
慮
し
な
が

ら
調
整
を
図
る
▼
第
三
セ
ク
タ

ー
は
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引

き
継
ぐ
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第
十
五
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
が
三
月
十
八

日
、
本
荘
市
の
「
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催

さ
れ
、
議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
住
民
代
表
委
員
十
六
人
と
議
会
代
表
委
員
十
六
人
で
再

度
協
議
を
行
う
こ
と
と
し
、
ま
た
、
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

新
市
の
目
玉
事
業
と
し
て
最
も
安
い
西
目
町
を
例
に
徴
収
基

準
を
設
定
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
15
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会

保
育
料
が

安
く
な
り
ま
す

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員

会
委
員
一
般
選
挙
は
四
月
十
九
日

公
示
、
四
月
二
十
四
日
投
票
と
決

ま
り
ま
し
た
。

●
投
票
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

●
投
票
場
所

第
１
（
玉
米
会
館
）、
第
２

（
住
吉
館
）、
第
３
（
袖
山
館
）、

第
４
（
大
蔵
館
）、
第
５
（
老

方
館
）、
第
６
（
克
雪
管
理
セ

ン
タ
ー
）、
第
７
（
高
瀬
館
）

◇
期
日
前
投
票

４
月
20
日
〜
23
日
（
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
８
時
）

投
票
を
行
う
場
所
は
、
役
場

ロ
ビ
ー
で
す
。

期
日
前
投
票
っ
て
な
に
？

期
日
前
投
票
と
は
、
選
挙
期

日
（
投
票
日
）
前
で
あ
っ
て
も
選

挙
期
日
と
同
じ
く
投
票
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
不
在

者
投
票
は
原
則
期
日
前
投
票
に
移

行
し
ま
す
が
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
不
在
者
投
票
は
従
来
ど
お
り
行

い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

東
由
利
町
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
役
場
）

�
６
９
―
２
１
１
０

と
　
き
　
４
月
23
日
（
金
）

午
前
10
時

と
こ
ろ
　
本
荘
市

「
本
荘
由
利

広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」

皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

第
15
回
合
併
協
議
会
は

４
月
23
日

▲意見を述べる金子拓雄委員

投
票
日
は
４
月
24
日

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
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町では平成７年から下水道の整備事業に取り組んできました。すで
に供用が進められているのは老方、舘合地区。今年４月からは新たに
横渡、蔵、蔵新田、宮ノ前、島地区で一部供用開始となります。
下水道を使うには、建物の水洗化工事が必要ですが、美しい自然と

快適な生活環境を守るため、下水道加入にご協力ください。

加入者�

役　場� 指定工事店�

�①工事の�
　 申し込み�

⑤工事の�
　施行�

②現地調査、�
　見積もり�

③工事の�
　確認申請�

⑥工事完了届の�
　提出�

④確認書の交付�

⑨使用開始届の�
　提出�

⑦工事完了の�
　検査�

⑧検査済証の�
　交付�

工　事　店　名� 市町村名�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�

14�

17�

18�

19�

20�

21�

27�

28�

29�

30�

31�

32�

33�

34�

35�

36�

37�

38

長谷山施設�

山二施設工業㈱  本荘営業所�

㈱興北協和�

㈲大庭建設�

㈲長谷山建設�

総合施設㈱  本荘支店�

㈲小松建設�

㈱小松組�

㈱佐藤組�

㈲村上建設�

加藤施設工業㈱�

㈱大沼組�

㈱三共施設�

長谷山基工�

㈱佐藤土建�

㈲マルエス設工�

山忠設備㈲�

㈲鈴木ポンプ店�

㈱共立設備�

㈱鈴木土木工業�

㈲佐々木電器�

愛和商事㈱�

㈲西目配管施設�

佐藤設備�

㈱公企業パイプメンテナンスイシヤマ�

石沢水道工事店�

㈲マルサン設備事業�

大谷設備�

㈲高谷総合設備�

㈱岡田組�

本荘設備工業㈱�

東由利町�

本 荘 市 �

東由利町�

東由利町�

東由利町�

本 荘 市 �

本 荘 市 �

東由利町�

東由利町�

東由利町�

本 荘 市 �

東由利町�

本 荘 市 �

東由利町�

本 荘 市 �

本 荘 市 �

本 荘 市 �

本 荘 市 �

本 荘 市 �

大 内 町 �

仙北郡南外村�

本 荘 市 �

西 目 町 �

由 利 町 �

本 荘 市 �

本 荘 市 �

仁賀保町�

本 荘 市 �

雄勝郡羽後町�

西 目 町 �

本 荘 市 �

東由利町指定排水設備工事店

１カ月の汚水料に対して次のとおりです。
汚水料10�までの分…… 1,890円

●超過使用料（1�につき）
汚水料10�を超えた分……189円

ただし、10円未満は切り捨てになります。

下水道料金は？

問い合わせ
建設課上下水道係　�69－2115

くみ取り便所は、下水道が使用できるようになった日から３年以

内に水洗トイレに改造するようお願いします。
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「
雪
も
の
が
た
り
２
０
０
４
」
（
二
月
十
四
日
、
十
五
日
）
を
皮

切
り
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ひ
が
し
ゆ
り
雪
ま
つ
り
ツ
ア
ー
」
。
そ
の

第
三
弾
「
早
春
や
し
お
元
気
ま
つ
り
」、
第
四
弾
「
雪
山
八
塩
登
山
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
「
早
春
や
し
お
元
気
ま
つ
り
」
は
三
月
五
日
、
八
塩
い
こ
い
の
森

で
開
催
さ
れ
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
試
乗
や
雪
上
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
に
約
三
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
雪
上
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
は
四
十

人
が
挑
戦
、
「
初
め
て
で
半
信
半
疑
だ
っ
た
が
、
結
構
楽
し
め
る
」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
「
雪
山
八
塩
登
山
」
は
三
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
、
六
十

人
が
参
加
。
冬
な
ら
で
は
の
景
色
や
自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

�

�
▼
大
人
も
子
ど
も
も
ス
ノ
ー
モ�

　
ー
ビ
ル
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
夢
中�

�
ま
た
ぎ
ス
タ
イ
ル
の
参
加
者
も�

�
六
十
人
が
無
事
、
登
頂�
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近年、子どもの飲酒が増えています。平成12年
度における中学生、高校生を対象とした飲酒行動
に関する調査によると、学年が上がるにつれて、
お酒を飲む者の割合は高まり、高校３年生では男
女ともに、約３割が月に１、２回飲酒していると
答えています。
また、飲酒をすると答えた中高生のうち、低学
年では家にあるお酒を飲んでいる割合が高いのに
対し、学年が上がるにつれて、コンビニエンスス
トアや自動販売機などで購入する割合が急激に高
まっています。
成長期にある子どもの飲酒は、体や精神の発達
に悪い影響を与えます。子どもの飲酒を防ぎ、将
来を守るためには、地域や社会、そして周囲の大
人が協力し、子どもにお酒を「飲ませない」「買
わせない」環境を作っていくことが大切です。

未成年者の飲酒防止

0 20 40 60 80 100
（％）

中学1年�
（男）�

高校3年�
（男）�

中学1年�
（女）�

高校3年�
（女）�

26.7 23.1 32.9

58.9 28.0 8.7

29.8 31.7 29.6

55.4 29.8 9.8

飲まない�

週1～2回� 週数日� 毎日� 無回答�

年1～2回� 月1～2回�

【性別学年別飲酒頻度】�

▲豚汁で体を温める子どもたち�

▲雪の上でも元
気にプレー�

▲ブナの巨こぶを見ながら下山�

▲仲間たちと記念撮影�
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「
青
年
交
流
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
２
０

０
４
」
が
一
月
十
四
日
か
ら
三
月
十
四
日
ま

で
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
九
チ
ー
ム
に

よ
る
混
戦
を
制
し
た
「
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」

が
見
事
、
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
大
会
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◇
優
　
勝
　
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

◇
準
優
勝
　
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
ズ

◇
第
３
位
　
２
０
０
４
ウ
マ
ー
ズ

▼
最
優
秀
選
手
賞
　
今
野
和
人
（
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）、
▼
優
秀
選
手
賞
　
遠
藤
歩

（
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）、
畠
山
守
（
フ
ォ
ー

テ
ィ
ー
ズ
）、
遠
藤
晃
（
碧
い
ぞ
う
さ
ん
）、

小
野
進
（
２
０
０
４
ウ
マ
ー
ズ
）

青
年
交
流
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
２
０
０
４

▲優勝したJOYASERS

高
瀬
小
学
校

3/15

八
塩
小
学
校

3/17

東
由
利
中
学
校

3/13 町内の小中学校で卒業式が行われまし
た。平成15年度の卒業生は、東由利中学
校が47人、高瀬小学校が21人、八塩小学
校が20人。式を終えた卒業生は恩師や後
輩たちとの別れを惜しみながら、思い出
いっぱいの校舎を後にしました。

本
荘
由
利
地
区
農
家
の
「
家
族
経
営
協
定

合
同
調
印
式
」
が
三
月
五
日
、
本
荘
市
の
本

荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
本
町
の
小

野
源
一
さ
ん
親
子
（
蔵
新
田
）
が
家
族
経
営

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
農
業
を
営
む
家
族
が
お
互

い
の
役
割
分
担
や
責
任
を
明
確
に
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
意
欲
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

協
定
を
結
ん
だ
き
っ
か
け
に
つ
い
て
小
野

源
一
さ
ん
は
、「
経
営
や
お
互
い
の
役
割
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
一
人
一
人
が
農
業
経

営
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
意
識
と
責
任
感

を
も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

農
家
の
「
家
族
経
営
協
定
」

▲小野さん親子（右から大輔さん、明子さん、源一さん、）

▲卒業証書を受け取る卒業生 ▲学舎を後にする卒業生

▲在校生の拍手に送られて

巣
立
ち
の
と
き

小
中
学
校
卒
業
式
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高
　
　
額
�

引
き
下
げ
�

引
き
下
げ
�

平
準
化
�

平
準
化
�

平
準
化
�

平成16年度保険料� 平成17年度保険料�

２月� ４月� ６月� ８月� 10月� 12月� ２月� ４月� ６月� ８月� 10月�

仮徴収� 本徴収�
※仮徴収額の合計と本徴収額の合計がほぼ同額に。�

新しい徴収方法�

これまでは、特別徴収（年金からの天引き）の方の仮徴収（４月、６月、８月）は、市町村民税が確定して
いないことから、２月と同じ金額をいただいておりましたが、今年度からは、年度の前半の仮徴収額と年度の
後半の本徴収額がほぼ同額となるように調整します。
６月と８月の仮徴収額を引き下げることで、年度の上半期と下半期の額が同額になり、平成17年度以降の保

険料が平準化されます。
平準化すると、天引きされる介護保険料が毎回ほぼ同額となります。
特別徴収の方には、４月はじめに仮徴収の通知とお知らせが届きますので、そちらもご確認下さい。

16年度から介護保険料の
特別徴収（仮徴収）の方法が変わります

「毎日歯磨きしているのに、虫歯が無くならないのは
なぜ？」時々患者さんから質問されるのですが、それに
はいくつか原因があります。
原因の１つは「磨いているのに、磨けていない」こと。
たとえば、手を洗うときのことを想像してください。こ
すっても汚れが落ちなければ、あなたはもう一度洗うで
しょう。ところが歯はそうはいきません。磨いた後の歯
を確認したことはありますか。実際調べてみると、かな
りの部分に磨き残した歯垢が付いているのです。それは
歯垢が歯に近い色をしていて見分けにくいだけでなく、
自分自身では口の中を見ることが難しいからです。
磨き残しのない歯磨きをするためには、どのくらい綺

麗に磨けているか、プロのブラッシング指導を受けるこ
とが大切です。また、さらに効果を上げるためには、年
に数回の定期的なブラッシング指導を繰り返し行う必要
があります。

「むし歯が減らないのはなぜ？」（前）

日本でもっとも多い肝臓の病気、「ウイル

ス性肝炎」。肝臓は「沈黙の臓器」とも言わ

れ、ウイルスに感染しても、重傷化するまで

は自覚症状が現れにくいという特徴がありま

す。また、肝炎ウイルスの中でも、Ｂ型・Ｃ

型は肝硬変や肝がんなどに移行する可能性が

あります。そのため、早期に感染を発見し、

適切な処置を受け

る必要がありま

す。自分は大丈夫

と過信せず、積極

的に検査を受けま

しょう。

早期発見・早期治療が肝心です

肝炎ウイルス検査を
受けよう
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国民年金は、国内に住所のある20歳以

上60歳未満のすべての方が加入します。

自営業や学生の方は第１号被保険者、会

社員や公務員など厚生年金や共済年金に

加入している方は第２号被保険者、また、

第２号被保険者に扶養されている配偶者

を第３号被保険者といいます。

国民年金の第３号被保険者の届出は、

健康保険の被扶養者異動届と同時に、配

偶者の勤務する事業主経由でしていただ

くことになります。（市町村への届出は

不要です。）

資料等について不明な点は、年金係ま

でお気軽にお問い合わせください。

問い合わせ　町民福祉課保健係　�69－2117

年金だより

第３号
被保険者の

届出

痴呆は、脳の機能低下による病気です。興奮状態や徘徊、
不潔行為などの問題行動を想像し、嫌悪感を抱かれがちです
が、１つの病気として正しく理解し、対処することが大切で
す。現在のところ、痴呆は治る病気ではありませんが、症状
に合わせた工夫により症状を緩和し、進行を止めることがで
きます。
介護には家族が協力し合うことが不可欠ですが、家族だけ

で100パーセントの介護をしようと
考えず、介護保険サービスなどを
上手に利用することが大切です。
介護者の負担軽減だけでなく、お
年寄りにとっても社会と接する良
い刺激となります。介護される人
も介護する人も、無理のない明る
い介護を心掛けましょう。

「痴呆のお年寄りと共に生きる」

平成16年度より介護保険のサービスを利用している方で、下記のような災害にあわれた場合

にはサービス利用料を減免することができるようになります。

○災害等により住宅、家財等に損害を受けた場合

○同一世帯の収入が世帯主や世帯員の死亡、傷病等により著しく減少した場合

○同一世帯の収入が世帯主や世帯員の事業の休廃止、失業等により著しく減少した場合

○同一世帯の収入が干ばつ、冷害等の自然災害による農作物の不作等により著しく減少した場合

災害の種類によって、必要書類や減免の内容が変わります。詳しくは、役場町民福祉課介護保険担当

窓口でお尋ねください。

A.

介護保険のサービスを利用していましたが、自宅が火災に遭い、

これまでのように利用料を支払うことができなくなってしまい

ました。サービスは引き続き利用したいのですが…
Q.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2118
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木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

―

3,259

2,916

―

―

材質次第の取引。出品量も少なく、２名のみの参加
で、単価も弱含み横バイ。

（
平
成
十
六
年
三
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

三
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
29

34

63

平均体重
302kg

280kg

290kg

平均価格
502,262円
436,738円
466,900円

kg当単価
1,579円
1,484円
1,528円

去　勢
雌

金　額
604,800円
638,400円

父
平茂勝
平茂勝

母の父
北国7の8
北国7の8

母の祖父
福谷１
宮　桜

き
の
こ
栽
培
は
農
山
村
に
お
け
る

複
合
経
営
上
大
き
な
位
置
を
占
め
て

い
ま
す
が
、
近
年
、
き
の
こ
類
は
輸

入
増
加
や
企
業
生
産
に
押
さ
れ
て
市

場
価
格
が
低
迷
し
て
い
ま
す
。
こ
の

情
勢
を
打
開
す
る
た
め
、
各
県
の
研

究
機
関
で
は
新
た
な
き
の
こ
栽
培
の

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
研
究
事
例
と
し
て
、
滋
賀
県

で
は
、
菌
根
菌
（
樹
木
の
根
に
菌
根

を
形
成
し
て
き
の
こ
を
作
る
）
と
呼

ば
れ
、
栽
培
が
で
き
な
い
と
い
わ
れ

る
ホ
ン
シ
メ
ジ
の
室
内
菌
床
ビ
ン
栽

培
技
術
を
開
発
し
、
栽
培
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
三
重
県
で
は
、
ハ
タ

ケ
シ
メ
ジ
の
菌
床
を
プ
ラ
ン
タ
ー
な

ど
に
埋
め
込
ん
で
キ
ノ
コ
を
発
生
さ

せ
る
室
内
容
器
栽
培
が
本
格
化
し
て

い
ま
す
。
福
岡
県
で
は
ヌ
メ
リ
ス
ギ

タ
ケ
の
菌
床
ビ
ン
栽
培
技
術
を
開
発

し
、「
博
多
す
ぎ
た
け
」
の
商
品
名

で
生
産
し
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
、
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー

が
マ
イ
タ
ケ
、
ト
ン
ビ
マ
イ
タ
ケ
、

ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
な
ど
の
菌
床
栽
培
に

取
り
組
み
、
天
然
物
に
近
い
形
質
の

キ
ノ
コ
が
収
穫
で
き
る
畑
地
や
森
林

内
を
利
用
し
た
経
費
の
か
か
ら
な
い

自
然
環
境
下
で
の
露
地
栽
培
方
法
を

開
発
し
、
そ
の
栽
培
普
及
に
努
め
て

い
ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長

佐
藤
　
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

き
の
こ
研
究
の現

状

�と　き…４月14日(水)～25日(日) 
�ところ…本荘公園
�内　容…期間中は夜通しライトアップ。各種協賛行事あり。

本荘市商工観光課　�２４－６３２３

お と なり 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

本荘市から

本荘さくらまつり

�と　き…４月17日(土)～５月５日(日) 
�ところ…道の駅にしめ周辺
�内　容…◇桜並木1,300ｍをライトアップ。◇イベント（４月

25日…竹馬完走大会、フリーマーケット、５月４、５
日…菜の花大迷路スタンプラリー、菜の花無料摘み取
り、乳牛搾乳体験ほか）

道の駅にしめ　�３３－４２６０

西目町から

道の駅「桜・菜の花まつり」

�と　き…４月３日(土)～23日(金) 
�ところ…勢至公園

金浦町企画課　�３８－４３００

金浦町から

勢至公園観桜会

�内　容…◇三崎公園：４月10日(土)～20日(火)、県内で最も早く
桜が咲く公園。奇岩怪石の海岸美を眺望しながら、一
足早い春を満喫できます。
◇栗山池公園：４月17日(土)～29日（祝日・木）、池の
周りの遊歩道を一週してみるのも一興。
象潟町商工観光課　�４３－３２００

象潟町から

桜まつり（三崎公園、栗山池公園）

�と　き…４月23日（金）10：00
�ところ…◇開通式：象潟口旧料金徴収所前

◇安全祈願祭：鉾立駐車場
象潟町商工観光課　�４３－３２００

鳥海ブルーライン開通式及び鳥海山安全祈願祭

�と　き…４月１日(木)～２月末日
�ところ…大内町歴史民族資料館（休館日は毎週月曜日、祝祭日

の翌日、年末年始）
�入館料…無料

大内町社会教育課　�６５－２２１０

大内町から

企画展「小松天嶺遺作展」

�と　き…４月23日(金) 10：00
�内　容…ゴーカート（１週100円）、バッテリーカー（１回100

円）、ユニーク自転車（無料）、キャンプ場やロッジの
宿泊利用申込みみ受付開始。
ファミリーランド　�６７－２３１３

ファミリーランドオープン

�と　き…４月中旬から（11月末まで）
�ところ…「はーとぽーと大内」内
�内　容…グランドゴルフ（半日100円、18～21時200円、用具を

無料貸し出し）
総合交流ターミナル「ぽぽろっこ」 �６２－１１２６

多目的広場オープン
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当
日
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
芸
術

文
化
賞
で
四
個
人
、
ス
ポ
ー
ツ
賞

で
十
六
個
人
（
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

二
名
含
む
）と
二
団
体
の
皆
さ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
、
各
団
体
会
長
か
ら
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。（
受
賞
者
下

記
一
覧
参
照
）

表
彰
後
、
小
松
順
之
助
芸
術
文

化
協
会
会
長
と
阿
部
弘
章
体
育
協

会
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
激
励
を
込
め

て
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
そ
の
後
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
芸
術
文
化
賞

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
渡
辺
幸
夫
さ

ん
（
下
通
）
が
受
賞
の
喜
び
と
更

な
る
飛
躍
を
語
り
ま
し
た
。

こ
の
両
賞
は
平
成
十
五
年
度
に

お
い
て
、
芸
術
文
化
部
門
、
ス
ポ

ー
ツ
部
門
で
功
績
が
あ
っ
た
個

人
、
団
体
を
称
え
よ
う
と
行
な
わ

れ
て
い
る
も
の
。
本
年
度
は
二
月

二
十
日
、
両
協
会
関
係
者
が
選
考

委
員
会
を
実
施
、
選
考
基
準
に
基

づ
き
表
彰
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

芸
術
文
化
活
動
も
ス
ポ
ー
ツ
活

動
も
日
々
の
積
み
重
ね
と
周
囲
の

人
々
の
支
え
が
結
果
に
繋
が
り
ま

す
。
今
回
の
受
賞
を
ス
タ
ー
ト
と

し
、
な
お
一
層
の
活
躍
を
期
待
し

た
い
も
の
で
す
。

◆
奨
励
賞

小
松
　
幸
子
（
中
通
）

・
工
芸
部
門
　

第
四
十
五
回
秋
田
県
美
術
展
覧
会
工
芸
の

部
入
選

藤
原
陽
太
郎
（
上
通
）

・
写
真
部
門
　

第
四
十
五
回
秋
田
県
美
術
展
覧
会
写
真
の

部
入
選

渡
辺
　
幸
夫
（
下
通
）

・
文
芸
部
門
　

秋
田
さ
き
が
け
詩
壇
推
薦
作
家

菊
地
　
邦
彦
（
宇
戸
坂
出
身
）

・
彫
刻
部
門

第
四
十
五
回
秋
田
県
美
術
展
覧
会
彫
刻
の

部
奨
励
賞

◆
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
個
人
の
部

佐
々
木
　
彩
（
大
琴
・
高
瀬
小
学
校
）

・
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別
交
流
会

ス
キ
ー
競
技
小
学
校
三
年
女
子
大
回
転
第

六
位

畠
山
　
勇
人
（
茂
沢
・
高
瀬
小
学
校
）

・
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別
交
流
会

ス
キ
ー
競
技
小
学
校
四
年
男
子
大
回
転
第

五
位

佐
々
木
亜
美
（
大
琴
・
高
瀬
小
学
校
）

・
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別
交
流
会

ス
キ
ー
競
技
小
学
校
五
年
女
子
大
回
転
第

一
位

・
本
荘
市
由
利
郡
卓
球
選
手
権
大
会
第
一
位

佐
藤
　
大
河
（
葎
沢
・
東
由
利
中
学
校
）

・
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別
交
流
会

ス
キ
ー
競
技
中
学
校
一
年
男
子
大
回
転
第

二
位

長
沼
　
將
馬
（
新
町
・
東
由
利
中
学
校
）

・
本
荘
市
由
利
郡
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
男
子

大
回
転
第
一
位

畠
山
　
　
薫
（
石
高
・
本
荘
高
等
学
校
）

・
体
育
連
盟
中
央
支
部
総
合
体
育
大
会
陸
上

競
技
女
子
円
盤
投
げ
第
一
位

・
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競

技
女
子
円
盤
投
げ
第
三
位

古
関
　
亮
子
（
松
柴
・
由
利
高
等
学
校
）

・
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ボ
ー
ト

女
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
第
二
位

・
東
北
高
等
学
校
ボ
ー
ト
選
手
権
大
会
ボ
ー

ト
女
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
第
八
位

・
秋
田
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
ボ
ー
ト

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
第
一
位

・
東
北
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
大
会
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
カ
ル
第
四
位

長
沼
　
敬
晴
（
新
町
・
湯
沢
商
工
高
等
学
校
）

・
県
南
高
等
学
校
新
人
ス
キ
ー
大
会
男
子
大

回
転
第
一
位

・
県
南
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
男
子
大
回
転

第
一
位

・
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー

大
会
男
子
大
回
転
第
二
位

・
県
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
男
子
大
回

転
（
全
日
本
選
手
権
予
選
）
第
三
位

・
県
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
大
回
転
少

年
（
国
民
体
育
大
会
予
選
）
第
五
位

長
谷
山
俊
幸
（
山
崎
・
本
荘
高
等
学
校
）

・
秋
田
県
高
等
学
校
新
人
ボ
ー
ト
競
技
大
会

男
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
第
二
位

伊
東
　
健
司
（
蔵
・
本
荘
高
等
学
校
）

・
秋
田
県
高
等
学
校
軟
式
野
球
春
季
大
会
第

二
位

畑
山
　
未
央
（
下
小
路
・
由
利
高
等
学
校
）

・
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
剣
道
競

技
団
体
第
三
位

小
松
　
美
幸
（
下
小
路
・
由
利
高
等
学
校
）

・
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　
剣
道

競
技
団
体
第
三
位

加
藤
　
清
一
（
湯
出
野
）

・
秋
田
県
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
第
一
位

佐
藤
　
俊
悦
（
地
下
ノ
沢
）

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
県
民
交
流
大
会
第
二
位

◆
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
　
団
体
の
部

東
由
利
中
学
校
ス
キ
ー
部

・
本
荘
市
由
利
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会
男

子
ア
ル
ペ
ン
総
合
優
勝

高
瀬
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

・
さ
き
が
け
杯
学
童
親
善
野
球
大
会
優
勝

◆
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
賞

畠
山
　
　
鋼
（
蔵
）

・
高
瀬
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
。
各

種
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
残
し
、
学
童
野

球
の
技
術
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

畑
山
　
伸
行
（
五
海
保
）

・
八
塩
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
指
導
者
。
本
年
度
二
大
会
に
お
い
て
準

優
勝
す
る
な
ど
、
選
手
の
育
成
、
指
導
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
。

3月6日、有鄰館でスポーツ賞・芸術文化賞の表彰式
が行なわれ、関係者が出席、平成15年度の功績を称え
ました。

一年の功績讃える

▲両賞を受けた皆さんによる記念撮影

表
彰
者
一
覧
（
敬
称
略
）

芸
術
文
化
賞
受
賞
者

ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者

▲50余名が出席した表彰式

▲表彰を受けた高瀬野球スポーツ少年団
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4月�4月�

う
た
ご
え
喫
茶
は
一
九
五
〇
年

代
ロ
シ
ア
民
謡
の
爆
発
的
ブ
ー
ム

と
高
度
成
長
期
前
夜
の
世
相
が
相

ま
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
。
カ
ラ
オ

ケ
と
違
い
、
一
人
で
歌
う
も
の
で

は
な
く
、
会
場
に
い
る
参
加
者
全

員
が
お
茶
等
を
飲
み
な
が
ら
、
声

を
合
わ
せ
て
歌
う
も
の
で
す
。

本
町
で
は
壮
年
世
代
に
元
気
を

…
と
、
昨
年
六
月
に
第
一
回
の
う

た
ご
え
喫
茶
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
好
評
だ
っ
た
た
め
再
度
行
な

わ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
新
宿
う
た
ご
え
の
店
と

も
し
び
か
ら
三
人
の
出
演
者
が
来

町
。
ピ
ア
ノ
の
演
奏
に
合
わ
せ
、

参
加
者
全
員
で
懐
か
し
い
歌
の

数
々
を
歌
い
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
」
「
青
い
山
脈
」

「
高
校
三
年
生
」
等
な
ど
…
。
参
加

者
た
ち
は
し
ば
し
日
常
か
ら
離
れ

て
、
懐
か
し
の
青
春
時
代
に
思
い

を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

▲会員による記念誌作り

一
年
間
の
活
動
振
り
返
る〜わ

く
わ
く
サ
ー
ク
ル

二
月
二
十
八
日
、
有
鄰
館
で

今
年
度
最
後
の
わ
く
わ
く
サ
ー

ク
ル
が
行
な
わ
れ
、
児
童
三
十

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
記
念
誌

作
り
で
は
一
年
の
活
動
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
約
九
十
ペ
ー
ジ

の
力
作
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

本
年
度
同
サ
ー
ク
ル
は
十
五

教
室
二
十
回
行
な
わ
れ
、
延
べ

七
百
七
名
が
充
実
し
た
活
動
を

行
な
い
ま
し
た
。
十
六
年
度
の

活
動
に
も
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

▲うたごえ喫茶に先がけ、「NEW-MUSIC-STATION」
が行われ、鈴木雄宇さん、小野明浩さんが演奏を…。

▲即席男声合唱団が結成。会場いっぱいに歌声が響いた▲即席男声合唱団が結成。会場いっぱいに歌声が響いた�▲即席男声合唱団が結成。会場いっぱいに歌声が響いた�

3月20日、第2回うたごえ喫茶が有鄰館で開催されました。
当日は五十余名が参加、会場いっぱいに歌声を響かせました。

壮年元気
�

創出事業
�

�

公民館図書室に大曲市在住の
写真家大野源二郎氏の写真集
「学び舎」が、秋田魁新報社か
ら寄贈されました。
本町からは袖山小、法内小、

玉米小、沼分校が紹介されてい
ます。古き良き時代の懐かしい
建物写真に触れてみませんか。

学び舎 写真で残す

大　琴�
蔵新田�
蔵�
新　町�
袖　山�
下　通�
横　渡�
舘合新田�
祝沢茂沢�
石　高�
小　倉�
葎　沢�
上　通�
下小路�
須郷田�
田　代�
船　木�
岩　舘�
新　処�
時雨山�
宇戸坂�
高下屋�
山　崎�
横小路�
宿�
久　保�
寺　田�
大吹川�
松　柴�
中　通�
地下の沢�
野　田�
湯出野�
舘　西�
桂　台�
須　郷�
高　村�
十二の前�
家の下�
板　戸�
泡の渕�
黒　渕�

１位�
２位�
３位�
４位�
５位�
６位�
７位�
８位�
９位�
10位�
11位�
12位�
13位�
14位�
15位�
16位�
17位�
18位�
19位�
20位�
21位�
22位�
23位�
24位�
25位�
26位�
27位�
28位�
29位�
30位�
31位�
32位�
33位�
34位�
35位�
36位�
37位�
38位�
39位�
40位�
41位�
42位�
�

86�

41�

40�

82�

24�

51�

30�

38�

16�

24�

29�

15�

31�

34�

20�

32�

24�

22�

19�

21�

27�

20�

20�

18�

28�

19�

24�

13�

20�

27�
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�
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順
　
　
　
　
　
位�

自
　
治
　
会
　
名�

世
　
　
帯
　
　
数�

トラック＆フィールド�ゲート�ボール�
キ　ン�
ボール�ビーチボールバレー� ペタンク�

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
レ
ー
ス�

ワ
ー
ル
ド
リ
レ
ー�

自
治
会
対
抗
リ
レ
ー�

参
　
加
　
点�

合
　
　
　
計�

参
加
申
込
点�

参
　
加
　
点�

勝
　
利
　
点�
順
　
位
　
点�

合
　
　
　
計�

参
　
加
　
点�

参
　
加
　
点�

勝
　
利
　
点�

順
　
位
　
点�

合
　
　
　
計�

ニ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン�

ア
ッ
プ
作
戦�

総
　
合
　
得
　
点�

平成15年度 町民スポーツ祭ランキング
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

古
稀
の
友
つ
つ
が
な
き
か
や
雪
解
く
る
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

師
の
忌
日
弥
生
の
炎
桃
色
に
　
　
　
　
　
　
上
　
通
　
小
　
松
　
メ
　
サ

朝
市
に
一
番
前
の
蕗
の
と
う
　
　
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

地
蔵
堂
に
の
み
降
る
雪
か
と
も
さ
れ
て
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

宙
裂
き
て
迷
い
に
一
撃
春
の
雷
　
　
　
　
　
新
　
町
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

師
の
言
葉
胸
に
刻
ん
で
卒
業
す
　
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

ま
つ
り
跡
だ
け
が
広
場
に
残
る
雪
　
　
　
　
　
沼
　
　
鈴
　
木
　
孝
　
弥

ひ
な
か
ざ
り
手
作
り
の
餅
供
え
け
り
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

ナ
イ
フ
も
て
紙
切
る
音
や
戻
り
寒
　
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

雛
遊
び
せ
し
子
も
孫
を
負
う
て
来
る
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

水
嵩
む
流
れ
に
は
じ
く
猫
柳
　
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

雛
飾
る
一
句
を
添
え
し
母
遠
し
　
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

三
月
や
ほ
ぐ
れ
は
じ
め
し
峡
の
雲
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

蕗
の
薹
踏
ま
ず
田
の
畔
わ
た
り
行
く
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

川
辺
り
根
元
あ
ら
わ
に
春
の
草
　
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

喉
仏
さ
ら
し
て
鱈
の
掛
魚
か
な
　
　
　
　
　
秋
田
市
　
嵯
　
峨
　
義
　
之

ひ
な
飾
る
納
む
も
母
の
つ
と
め
か
な
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

彼
岸
寒
御
堂
に
き
ら
り
秘
仏
の
眼
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

揚
げ
鍋
に
か
き
餅
太
り
春
浅
し
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

意い

地じ

く
ら
べ

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
赤

鼻
と
青
鼻
と
よ
ば
れ
る
二
人
の
頑
固こ

者

が
い
ま
し
た
。二
人
の
意
地
っ
張
り
と
、

そ
の
強
情
さ
に
た
ま
げ
た
村
人
は
「
頑

固
さ
は
や
っ
ぱ
り
赤
鼻
が
一
番
じ
ゃ
」

「
い
や
い
や
、
青
鼻
に
は
か
な
う
ま
い
」

と
二
派は

に
分
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
派
も
一
歩
も
ゆ
ず
ら
ず
、
雪

消
え
を
待
っ
て
が
ま
ん

．
．
．

比
べ
で
勝
負
を

つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

場
所
は
庄
屋
の
家
と
決
ま
り
、
戸
と

い
う
戸
を
全
部
閉
め
き
り
、
部
屋
の
中

に
炭
を
が
ん
が
ん

．
．
．
．

お
こ
し
、
二
人
と
も

綿
入
り
の
ど
ん
ぶ
く
四
枚
重
ね
、
腹
と

背
中
に
湯
た
ん
ぽ
を
入
れ
ま
し
た
。

汗
だ
ら
だ
ら
に
な
り
な
が
ら
、
赤
鼻

は
す
ま
し
て
言
い
ま
す
。「
青
鼻
さ
ん

や
、
お
ら
ぁ
こ
こ
に
来
る
前
に
地
獄
の

釜
湯
と
言
わ
れ
る
煮
え
た
ぎ
っ
た
温
泉

に
入
っ
て
き
た
ぁ
。
そ
れ
で
も
少
し
寒

く
て
な
ぁ
」
青
鼻
も
負
け
て
は
お
ら
れ

ぬ
と
「
な
ん
の
な
ん
の
、
わ
し
は
な
、

真
っ
赤
に
お
こ
し
た
炭
を
床
に
敷
き
つ

め
、
お
天
と
う
さ
ま
を
枕
に
し
て
寝
て

き
た
ど
ご
ろ
だ
ぁ
」

二
人
は
大
ぼ
ら
の
吹
き
比
べ
を
し
て

い
る
の
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
体
が
寒
い

と
あ
つ
か
ん

．
．
．
．

を
飲
み
、
と
う
が
ら
し
で

赤
く
な
っ
た
鍋
物
を
食
べ
、
そ
れ
で
も

暑
さ
が
ま
だ
足
り
な
い
と
い
っ
た
顔
で

す
。こ

の
が
ま
ん

．
．
．

比
べ
を
見
て
い
た
一
人

の
村
人
が
「
二
人
と
も
な
に
し
ろ
頑
固

者
だ
。
で
も
奥
山
の
岩
穴
に
住
む
大
悪

党
鬼
五
郎
に
は
か
な
う
め
ぇ
…
」
そ
れ

を
耳
に
し
た
赤
鼻
と
青
鼻
の
二
人
は
、

勝
負
を
ひ
と
ま
ず
お
預
け
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
早
速
、
家
に
帰
り
旅
支じ

度

を
し
た
二
人
は
、
大
悪
党
鬼
五
郎
を
捕

ら
え
る
た
め
、
奥
山
の
岩
穴
に
向
か
っ

た
の
で
し
た
。
よ
う
や
く
鬼
五
郎
の
住

ん
で
い
る
岩
穴
に
た
ど
り
着
い
た
頑
固

な
二
人
が
、
競せ

り
合
い
な
が
ら
我
先
に

岩
穴
に
飛
び
こ
む
と
、
身み

の
丈
一
丈
余

り
の
大
悪
党
鬼
五
郎
は
、
大
笑
い
し
な

が
ら
「
お
前

ら
豆
っ
こ
に

や
ら
れ
る
鬼

五
郎
様
じ
ゃ

な
い
わ
い
。

け
が
せ
ぬ
う

ち
に
早
く
帰

れ
っ
」「
い

や
い
や
、
け

が
な
ど
怖
く

な
い
。
そ
れ

っ
」
と
二
人

は
鬼
五
郎
め

が
け
て
突
進

し
ま
し
た

が
、
鬼
五
郎

に
す
っ
ぽ
ん
す
っ
ぽ
ん
と
た
た
き
つ
け

ら
れ
る
の
で
し
た
。

で
も
、
こ
れ
ぐ
ら
い
で
退
く
二
人
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
わ
し
は
負
け
ん
ぞ

っ
」「
俺
だ
っ
て
負
け
な
い
ぞ
」
投
げ

ら
れ
て
も
投
げ
ら
れ
て
も
立
ち
向
か
っ

て
い
く
二
人
で
す
。
三
日
三
晩
戦
い
は

続
け
ら
れ
、
さ
す
が
の
鬼
五
郎
も
「
お

前
た
ち
の
頑
固
の
強
さ
に
は
降
参
だ
ぁ

…
」
と
言
い
、
ど
ど
っ
と
ぶ
っ
倒
れ
た

の
で
し
た
。
二
人
の
頑
固
が
大
悪
党
の

鬼
五
郎
を
捕
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
。

し
か
し
、
あ
の
と
き
の
が
ま
ん
比
べ

．
．
．
．
．

の
勝
負
が
ま
だ
つ
い
て
い
な
い
二
人

は
、
庄
屋
の
屋
敷
を
借
り
て
毎
年
意
地

の
張
り
合
い
を
し
て
い
る
の
で
し
た
。

（
石
渡
力
造
氏
）

八
二
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高　橋　永　華ちゃん高　橋　永　華ちゃん�
　　　　（寺田・　　　　（寺田・1歳）歳）�
お父さん：貴　至さんお父さん：貴　至さん�
お母さん：美由紀さんお母さん：美由紀さん�
お話し：美由紀さんお話し：美由紀さん�

はる　　かはる　　か�

高　橋　永　華ちゃん�
　　　　（寺田・1歳）�
お父さん：貴　至さん�
お母さん：美由紀さん�
お話し：美由紀さん�

はる　　か�

遠　藤　吉
よし

治
はる

さん（蔵・21歳）
―職業は
大工の見習い中です。

―今夢中になっていることは
サッカー観戦。Ｕ23の日本代表がオリンピックに出
場できて嬉しいです。大久保が最高です。
―自分の性格は
熱しやすくて、冷めやすい。

―理想のタイプは
子ども好きな優しい人。

―目標、夢は
夢は自分の家を建てることです。あとは、何事にも
自信と責任が持てたらいいなぁと思います。
―家族にひとこと
感謝の心あるのみです。今は世話になってばかりだ
けど、いつかは…。

名前の由来は？
「女の子が生まれたら「はるか」という名前にしようと決めていま
した。『永』は私が、『華』はお父さんが考えた漢字です」
最近のエピソードは？
「１歳の誕生日会で餅背負いをさせました。普段は活発に歩き回る
のに思ったより歩けなくて、すぐにヘタっとなってしまいました」
家族では誰になついていますか？
「おばあちゃんが好きですね。いつも『ばっぱ、ばっぱ』といって
追いかけています」
本人の性格は？
「好奇心が旺盛。誰にでもなつけますね」
お父さんとお母さんから永華ちゃんへひとこと
「仕事から帰ると永華が笑顔で迎えてくれるので、いつも元気にな
れます。これからも明るい笑顔を私たちに振りまいてね」

▼
看
守
眼
／
横
山
秀
夫

▼
春
の
砦
／
藤
森
益
弘

▼
葉
桜
の
季
節
に
君
を
想
う
／
歌
野
晶
午

▼
金
魚
の
昼
寝
／
小
林
小
芥
子

▼
ド
ナ
ウ
よ
、
静
か
に
流
れ
よ
／
大
崎
善
生

▼
四
月
天
才
／
小
泉
吉
宏

▼
蛇
に
ピ
ア
ス
／
金
原
ひ
と
み

▼
逃
亡
／
桐
野
夏
生

▼
相
克
の
森
／
熊
谷
達
也

▼
も
し
も
私
が
、
そ
こ
に
い
る
な
ら
ば
／
片
山

恭
一

▼
魚
河
岸
マ
グ
ロ
経
済
学
／
上
田
武
司

▼
鉄
道
ひ
と
つ
ば
な
し
／
原
武
史

▼
新
・
地
底
旅
行
／
奥
泉
光

▼
男
性
誌
探
訪
／
齋
藤
美
奈
子

▼
日
本
の
歴
史
25
／
比
屋
根
照
夫

▼
あ
な
た
が
ほ
し
い
／
安
達
千
夏

▼
た
っ
た
ひ
と
つ
の
た
か
ら
も
の
／
加
藤
浩
美

▼
武
士
道
／
新
渡
戸
稲
造

▼
地
域
を
活
か
す
生
涯
学
習
／
瀬
沼
克
彰

▼
う
つ
ろ
う
か
た
ち
／
野
見
山
暁
治

▼
卵
の
緒
／
瀬
尾
ま
い
こ

▼
希
望
／
永
井
す
る
み

▼
陽
家
将
　
上
・
下
／
北
方
謙
三

▼
終
戦
の
ロ
ー
レ
ラ
イ
／
福
井
晴
敏

▼
負
け
犬
の
遠
吠
え
／
福
井
順
子

▼
痴
情
小
説
／
岩
井
志
麻
子

▼
強
奪
　
箱
根
駅
伝
／
安
藤
能
明

▼
一
日
一
文
／
木
田
元

▼
公
民
館
事
業
／
酒
井
智
志

▼
図
書
館
の
神
様
／
瀬
尾
ま
い
こ

▼
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
／
雨
宮
処
凛

▼
ピ
ア
ノ
サ
ン
ド
／
平
田
俊
子

▼
彼
女
の
部
屋
／
藤
野
千
夜

▼
幻
夜
／
東
野
圭
吾

▼
そ
し
て
殺
人
者
は
野
に
放
た
れ
る
／
日
垣
隆

▼
星
宿
海
へ
の
道
／
宮
本
輝

▼
お
い
し
い
ズ
ボ
ラ
レ
シ
ピ
／
柴
門
ふ
み

▼
仇
花
／
諸
田
玲
子

▼
ト
リ
ッ
プ
／
角
田
光
代

▼
卒
業
／
重
松
清

▼
弱
法
師
／
中
山
可
穂

▼
名
作
童
話
31
篇
の
物
語
／
牧
野
哲
大

▼
わ
が
子
に
伝
え
る
絶
対
語
感
／
外
山
滋
比
呂

▼
13
歳
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
／
村
上
龍

▼
残
酷
記
／
桐
野
夏
生

▼
不
運
な
女
神
／
唯
川
恵

▼
黒
冷
水
／
羽
田
圭
介

▼
グ
ロ
テ
ス
ク
／
桐
野
夏
生

▼
笑
う
招
き
猫
／
山
本
幸
久

▼
食
べ
る
女
／
筒
井
と
も
み

▼
会
い
た
か
っ
た
／
向
井
亜
紀

▼
イ
ッ
ツ
・
オ
ン
リ
ー
ト
ー
ク
／
絲
山
秋
子

▼
見
え
な
い
ド
ア
と
鶴
の
空
／
白
石
一
文

▼
世
界
の
し
く
み
／
細
川
徹

▼
陰
の
季
節
／
横
山
秀
夫

▼
逃
避
行
／
篠
田
節
子

▼
私
小
説
／
岩
井
志
麻
子

▼
野
ば
ら
／
林
真
理
子

▼
素
晴
ら
し
い
一
日
／
平
安
寿
子

▼
美
人
画
報
ワ
ン
ダ
ー
／
安
野
モ
ヨ
コ

▼
父
の
縁
側
、
私
の
書
斎
／
壇
ふ
み

▼
底
の
な
い
袋
／
青
木
玉

▼
密
事
／
藤
田
宣
永

▼
杜
氏
と
い
う
仕
事
／
藤
田
千
恵
子

▼
夜
回
り
先
生
／
水
谷
修

▼
数
え
方
の
辞
典
／
飯
田
朝
子

4月�4月�

公
民
館
図
書
室



住民基本台帳�

男（人）�

女（人）�

計（人）�

世帯数（戸）�

２月末人口�前月比�

2,324�

2,491�

4,815�

1,366

－  2�

－  1�

－  3�

－  2

�

出生（人）�

死亡（人）�

転入（人）�

転出（人）�

２月異動人数�1月からの累計�

1�

2�

4�

6

3�

14�

10�

13

消防・交通�

火災出動（件）�

救急出動（件）�

交通事故（件）�

死亡（人）�

傷者（人）�

飲酒運転（件）�

酒気帯び（件）�

0�

10�

1�

0�

1�

0�

0

0�

28�

2�

0�

2�

1�

0

２　月�
発生数�

1月から�
の累計�
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北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
帰
化
植
物
で
、
日
本
中
ど
こ
へ
行
っ
て
も

見
ら
れ
ま
す
。
明
治
初
年
に
、
他
の
品
物
に
つ
い
て
渡
来
し
、
鉄

道
沿
い
に
全
国
に
広
が
っ
た
た
め
「
テ
ツ
ド
ウ
グ
サ
」
と
も
い
わ

れ
ま
す
。
茎
は
直
立
し
、
高
さ
は
1.8
�
く
ら
い
に
も
な
り
ま
す
。

茎
に
つ
く
葉
は
互
生
す
る
ヘ
ラ
形
で
す
。
10
月
頃
に
円
す
い
形
の

花
序
に
白
黄
色
の
2.5
�
く
ら
い
の
頭
上
花
を
つ
け
ま
す
。
草
の
形

態
が
小
さ
い
と
か
、
か
わ
い
い
と
か
い
う
植
物
に
「
ヒ
メ
」
や

「
チ
ゴ
」
と
い
う
名
を
つ
け
ま
す
が
、
こ
の
草
は
草
丈
の
割
に
花

が
小
さ
い
の
で
、
こ
の
名
が
つ
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

4日�　消防かけつけ訓練

5 日�　高瀬小学校入学式

6 日�　八塩小学校入学式

東由利中学校入学式

7 日�　1歳6カ月健診

8 日�　機能訓練教室

10日�　スポーツ少年団入団式

13日�　予防接種（個別・ツ反）

14日�　成分献血

15日�　東由利町愛育会総会

予防接種（個別・BCG）

19日�　農業委員会委員選挙告示

21日�　ことぶき大学開講式

22日�　機能訓練教室

23日�　第15回本荘由利一市七町

合併協議会

24日�　農業委員会委員選挙投票日

26日�　心のさわやか相談

28日�　第3回議会臨時会（予定）

黄桜ひろば（育児相談）

黄桜まつり観桜会（～5／9）

29日�　みどりの日

全町河川クリーンアップ

東
由
利�

ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ

（
キ
ク
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.230

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一
封

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

照
井
悌
三
さ
ん
（
文
京
区
）、
伊
東
実
さ
ん

（
さ
い
た
ま
市
）、
佐
々
木
留
造
さ
ん
（
足
立

区
）、
鈴
木
ア
イ
さ
ん
（
本
荘
市
）、
畑
山
隆

誠
さ
ん
（
静
岡
市
）、
大
潟
東
由
利
会

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
松
ユ
リ
さ
ん
（
須
郷
田
）、
八
嶋
久
孝
さ
ん

（
黒
渕
）、
高
橋
俊
一
さ
ん
（
下
小
路
）、
荘
野

洋
一
さ
ん
（
下
小
路
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

広報を担当して一年が経ちました。こ
の一年で一番心に残っているのは、いろ
いろなイベントで町を盛り上げようと頑
張っている人たちの姿です。「まずは自
分たちが楽しまないと」、そんな取り組
み方が印象的でした。今年度は、私もそ
の姿勢を見習って広報を作りたいと思い
ます。皆さん、また一年間よろしくお願
いします。（晃）

●東由利町ホームページ　http://www.town.higashiyuri.akita.jp/

（
２
月
21
日
〜
３
月
20
日
）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
２
月
21
日
〜
３
月
20
日
届
出
）

春になると町

のどこに行って

も目につくフキ

ノトウ。見慣れ

た光景ではあり

ますが、土手に

顔を出す黄緑色

を見つけると

「今年も春が来

たなぁ」と温か

い気持ちにさせ

られます。

（広報担当）
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